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座
・
教
室

募
　
　
集

お
　
　
礼

ニ
ュ
ー
ス

火
災
か
ら
身
を
守
る

（
ブ
レ
ー
カ
ー
遮
断
）

　

地
震
発
生
時
に
は
、
消
防
機
関

が
す
ぐ
に
消
火
対
応
で
き
な
い
場

合
が
想
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
ま
ず

火
災
を
発
生
さ
せ
な
い
こ
と
が
重

要
で
す
。

　

ま
た
、
火
災
が
発
生
し
た
場
合

は
、
消
火
器
な
ど
で
火
が
小
さ
い

う
ち
に
消
火
し
、
身
の
危
険
を
感

じ
た
ら
安
全
な
場
所
に
避
難
し
ま

し
ょ
う
。

①
過
去
の
火
災
に
よ
る
被
害

●
関
東
大
震
災
の
火
災

（
１
９
２
３
年
9
月
1
日
）

死
者
・
行
方
不
明
者
は
10
万
人
を

超
え
（
14
万
２
，０
０
０
人
と
の

推
計
も
）、
建
物
被
害
は
、
焼
失

家
屋
４
４
．７
万
戸
、
全
半
壊
２

５
．４
万
戸
に
上
り
ま
す
。

　

ま
た
、
関
東
大
震
災
の
死
者
の

う
ち
87
％
は
火
災
で
亡
く
な
っ
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
阪
神
・
淡
路
大
震
災

（
１
９
９
５
年
1
月
17
日
）

　

地
震
発
生
直
後
か
ら
各
地
域
に

お
い
て
同
時
に
約
３
０
０
件
も
の

火
災
が
発
生
し
、
特
に
神
戸
市
内

は
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

●
東
日
本
大
震
災

（
２
０
１
１
年
3
月
11
日
）

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
火
災
は
、

津
波
浸
水
区
域
を
中
心
に
、
広
範

囲
に
わ
た
り
３
０
０
件
以
上
発
生

し
ま
し
た
。

②
電
気
火
災
の
発
生
防
止

　

火
災
発
生
原
因
が
は
っ
き
り
し

て
い
る
も
の
の
内
、
阪
神
・
淡
路

大
震
災
で
は
約
６
割
が
電
気
に
起

因
し
た
火
災
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
も
、
強
い

揺
れ
に
よ
っ
て
、
電
熱
器
具
な
ど

か
ら
の
出
火
や
、
停
電
後
の
復
電

時
に
電
気
器
具
か
ら
の
出
火
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。

　

電
気
関
係
の
出
火
を
防
ぐ
に
は

避
難
時
に
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と
し

電
気
を
遮
断
す
る
こ
と
が
最
も
効

果
的
で
す
。

　

自
宅
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
避

難
す
る
際
は
、
隣
近
所
に
も
積
極

的
に
ブ
レ
ー
カ
ー
遮
断
の
声
掛
け

を
行
う
こ
と
が
火
災
発
生
防
止
に

つ
な
が
り
ま
す
。

③
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

　

し
か
し
な
が
ら
、
災
害
発
生
後

の
混
乱
時
や
、
留
守
の
場
合
に
は
、

必
ず
し
も
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と
す

こ
と
は
難
し
い
面
が
あ
り
ま
す
。

　

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
は
設
定
値
以

上
の
震
度
の
地
震
発
生
時
に
自
動

的
に
電
気
の
供
給
を
遮
断
す
る
も

の
で
あ
り
、
各
家
庭
に
設
置
す
る

こ
と
で
出
火
を
防
止
し
、
他
の
住

宅
等
へ
の
延
焼
を
防
ぐ
こ
と
で
、

地
震
に
よ
る
火
災
被
害
を
大
き
く

軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
は
主
に
次
の

三
種
類
が
あ
り
ま
す
。

⑴
分
電
盤
タ
イ
プ

　

分
電
盤
本
体
に
、
一
定
の
震
度

を
感
知
し
て
電
気
を
遮
断
す
る
機

能
が
付
い
た
も
の
で
、
基
本
的
に

は
す
べ
て
の
電
気
が
遮
断
さ
れ
ま

す
。

⑵
コ
ン
セ
ン
ト
タ
イ
プ

　

コ
ン
セ
ン
ト
に
差
し
込
む
タ
イ

プ
と
、
既
存
の
コ
ン
セ
ン
ト
と
取

り
替
え
て
埋
め
込
む
タ
イ
プ
（
要

工
事
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
個
別

の
コ
ン
セ
ン
ト
の
電
気
を
遮
断
す

る
た
め
、
電
気
ス
ト
ー
ブ
や
鑑
賞

魚
用
ヒ
ー
タ
な
ど
の
電
熱
器
具
を

接
続
す
る
個
所
へ
の
設
置
に
適
し

て
い
ま
す
。

⑶
そ
の
他
（
簡
易
タ
イ
プ
な
ど
）

　

ご
家
庭
の
分
電
盤
に
取
り
付
け
、

一
定
の
震
度
に
よ
り
お
も
り
玉
が

落
下
す
る
こ
と
で
ブ
レ
ー
カ
ー
を

遮
断
す
る
も
の
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

比
較
的
安
価
な
も
の
が
多
く
、
工

事
が
不
要
で
す
。

【
注
意
事
項
】

　

分
電
盤
タ
イ
プ
で
は
、
地
震
発

生
時
に
家
庭
内
す
べ
て
の
電
気
を

遮
断
す
る
の
で
、
医
療
機
器
な
ど

を
使
用
す
る
家
庭
で
は
、
設
置
に

あ
た
っ
て
注
意
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
夜
間
に
地
震
が
発
生
し

た
場
合
に
は
全
照
明
が
消
え
る
の

で
、
非
常
灯
を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

　

購
入
、
設
置
に
あ
た
っ
て
は
お

住
ま
い
の
環
境
に
適
し
た
も
の
を

お
選
び
く
だ
さ
い
。
分
電
盤
タ
イ

プ
な
ど
の
工
事
が
必
要
な
も
の
に

つ
い
て
は
、
電
気
工
事
店
な
ど
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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ニュース

水
防
工
法講

習
会
に
参
加

　

６
月
15
日
に
波
介
川
導
流
堤
防

で
、
国
土
交
通
省
主
催
の
「
水
防

工
法
講
習
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
い
の
町
消
防
団
、
国
土

交
通
省
、
高
知
県
、
高
知
市
消
防

団
、
土
佐
市
消
防
団
、
日
高
村
消

防
団
が
合
同
で
、
さ
ら
な
る
水
防

技
能
の
習
熟
及
び
防
災
意
識
の
高

揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

講
習
会
で
は
、
防
災
エ
キ
ス

パ
ー
ト
の
指
導
の
も
と
、
ま
ず
２

班
に
分
か
れ
て
、
基
礎
で
あ
る

ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
、
土
の
う
作
成
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
後
、
順

次
、
月
ノ
輪
工
、
積
み
土
の
う
工
、

木
流
し
工
に
取
り
組
み
ま
し
た
。


